
市場のfacebookからもフラワーバレンタイン情報積極的に！

【市場発！】 「フラワーバレンタイン」キャンペーン

今年も大田市場仲卸通りは
フラワーバレンタイン一色！

231

11.プロモーション効果検証

【店舗アンケート】 店舗売上・活動調査結果
【消費者アンケート】 第５回フラワーバレンタイン実態調査結果
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■店舗売上調査概要

目的： 本調査は、「フラワーバレンタイン」キャンペーンの一環として行われた。
調査の目的は、本キャンペーンによる店頭の様子、売上動向を把握し、次年度以降の取組みに
活用することである。

調査期間： ２０１5年２月９日（月）～１４日（土） の６日間

調査協力店舗： 6７店舗（全国）

調査方法： 統一フォーマットへの記入方式
●店舗基礎情報（立地環境など） ●６日間の時間帯別購入金額別男女人数レジ調査
●男性客の動向 ●店舗の演出状況 ●お客様の様子

【店舗アンケート】 店舗売上・活動調査結果

調査紙 見本
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【売上前年比】

回答店舗数 ： 51舗

※数値の情報提供があった店舗のみ（新規店舗含む）

（
（
店
舗
）

【協力68店舗の基礎情報】

9日 10日 11日 12日 13日 14日 5日間平均

124% 120% 114% 152% 139% 171% 137%

都道府県 店舗数（店舗）

北海道 1

福島県 1

長野県 3

新潟県 4

埼玉県 3

宮城県 2

東京都 25

神奈川県 11

千葉県 7

大阪府 2

兵庫県 1

広島県 7

石川県 1

合計 68

立地 店舗数（店舗）

駅ナカ 5

駅ビルテナント 5

駅前 3

商業施設テナント 51

商店街路面店 1

その他 1

その他（住宅路面店） 1

その他（病院内） 1

合計 68

オンラインショップ 店舗数（店舗）

有 35

無 33

合計 68

スタッフ人数 店舗数（店舗）

１人 1

２人 24

３人 16

４人 8

５人 6

６人 1

７人 2

８人 1

９人 1

１０人 0

１０人以上 1

無回答 7

合計 68

【店舗アンケート】 店舗売上・活動調査結果
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【売上調査】 回答店舗数 ： 56店舗

30-40代男性が多い

1001円-3000円購入が多い

【店舗アンケート】 店舗売上・活動調査結果
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【総括より】

①今年のバレンタインの売場の準備は、何月何日ぐらいからスタートしましたか？

● 1月上中旬から ・・・ 32店舗 ●1月下旬から ・・・9店舗 ●2月上旬から ・・・19店舗

②今年のバレンタイン、例年に比べ男性のお客様が増えた実感はありますか？

●増えた ・・・38店舗 ●ほとんどない ・・・16店舗 ●減った ・・・５店舗

③「フラワーバレンタイン」を知っていたお客様はいましたか？
また、その認知経路（TV、ホームページ、ポスター・・・など）が分かった場合は、教えてください。

●知っているお客様がいた ・・・35店舖 ●知っているお客様はいない・分からない ・・・9店舖

【認知経路（複数回答）】
店頭のポスターなど （のぼり、チラシ、黒板、POP、他店のポスター）・・・17件
テレビ・・・・・・・・・・・・・7件 ラジオ・・・・・・・・・・・・・・4件
インターネット・・・・・・・2件 雑誌・・・・・・・・・・・・・・1件
認知経路不明・・・・・・9件

④バレンタイン用に一番売れた商品はどんな商品でしたか？
また、それをご購入されたお客様は、主にどんな方たち（年代・職業）でしたか？

【男性】
・500-1000円 ミニブーケ３０-４０代 （新潟県・路面店）

・２０００-３０００円アレンジメント他４０-５０代 （新潟県・路面店）

・エアリーフローラ１本包装 （石川県・住宅路面店）

・ハートホヤ・多肉植物・30-40代男性 （石川県・住宅路面店）

・ミニブーケ・１本包装バラ （長野県・路面店）

・プリザーブドフラワー ３０－４０代男性（福島県・商業施設テナント）

・赤バラの入ったブーケ・バラ1-3本の花束 ３０代男性（新潟県・商業施設テナント）

・ FV限定プリザーブドフラワー （東京都・商業施設テナント）

・３０００円アレンジメント ３０－４０代男性 （東京都・商業施設テナント）

・BOX入りアレンジメント30－40代男性（東京都・スーパーマーケット）

・ダズンフラワー・バラの花束 ３０－４０代男性 （神奈川県・スーパーマーケット）

・ピンクのバラ・ガーベラが人気 ３０－４０代男性（広島県・スーパーマーケット）

【女性】

・バラの鉢・多肉植物 （神奈川県・スーパーマーケット）

・3000円台BOXアレンジ40-50代 （東京都・商業施設テナント）

【店舗アンケート】 店舗売上・活動調査結果
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⑤今回用意した消費者向けのチラシ（１５㎝×１５㎝、正方形）や、フラワーバレンタイン公式ホーム
ページ内のFVサポーターページのダウンロードツール（POP、チラシ・・・など）は、どんな風に活用
しましたか？また、来年に向けて、ツールの要望がございましたら教えて下さい。

・チラシは売り場に貼り、タグは商品につけた
・１月１日から３日におみくじ付割引券にチラシを入れて１０００枚配布
・チラシをお客様へ配布。お買い物袋やスリーブの中にも入れた
・店舗裏の通路や館内のアパレルショップなどにもPOPやチラシを置いてもらった
・ダウンロードツールＡ４サイズ・おすすめ商品も合わせてつけた
・店内でバレンタイン動画をモニターで流す。壁や窓にチラシを貼った
・ディスプレイとしてチラシを貼ったり、お客様に配った。またお客様向けの新聞に書いた
・ポスターは目立って非常によかったです。タグなども使いやすい。メッセージがかけるとなおいい
・見えやすい場所にて設置。ピンクが目を引いて足を止めやすい
・配布したり企画商品につけてアピールしました
・チラシは壁一面に2.14の文字を作るのに使用アイテムを見る時に必ず目に入るようにした

⑥今年のFV公式グッズを購入しましたか？購入された方は、どのように活用しましたか？（バルーン、
ピック、スリーブ、缶バッジ、ウィンドブレーカー、車用マグネット、書籍、CD）
また、来年度に向けて、公式グッズの要望がございましたら教えて下さい。

・バルーンを装飾。本も手に取れるところにおいてギフト待ちの人が読んでいた
・バルーンは店頭装飾。バッチは着用
・バルーンと缶バッチを使用。バルーンを売って欲しいという方がいたので

小さいピックが陳列してもいいかもしれません。
・ウィンドブレーカー、缶バッチ、のぼり

男性は花束が見えない方がいいので紙袋があればいいと思います
・「ピンクジャンパーかわいいね。そうかバレンタインか」と声を掛けられました
・缶バッチ着用。「この時期が来たか～」と館内の人に声かけられます
・ピックが便利でした。スタッフ全員が缶バッチを着用
・花瓶などあればいいのでは
・バルーン缶バッチは使用しました。バルーンのようにインパクトがあってわかりやすいツールは、

コーナーを作りやすく使いやすいです。
・車用マグネットは引き続き使った
・缶バッチスタッフ全員つけていました。統一されているのでいい。

⑦今年の反省点がありましたら教えてください。
もしくは、来年はこうしていきたい、というご希望がある方は教えてください。

・男性の認知度が低いので男性には口頭で告知すべきだった。
・店頭商品よりも依頼商品が多く、赤バラを使ったアレンジがよく売れました。来年の参考にします。
・まだまだチョコには勝てない状況。チョコとのコラボ商品など提案していきたい。
・早めに展開してよかった。当日は土曜日だったがそこそこ販売できてよかった。
・1本束の展開を早めにして、当日それをめがけて来ていただけるように目立つディスプレイをしたい
・男性から女性への花贈りのシーンを集めてipadで流す。
・若いお客様の取り込みに励みましたがやはり年齢層が高い人が多いです。

大人向けの商材も開発していきたいです。

【店舗アンケート】 店舗売上・活動調査結果
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・作り置きのアレンジをもっと作るべきであった。年々バレンタインへの関心が高くなってきているように
思う早めの広報活動と商品の充実を心掛けたい

・金額で商品を選んでいるように感じましたので、商品で選んでいただけるように提案していきたい
・今年は告知に力を入れた来年は男性だけでなく、女性にも声を掛けたい
・男性が女性にバレンタインにお花を贈る習慣がもっと浸透するように早めのチラシの配布や店頭

でのアピールをしたいと思う。
・5年目にして若い男性がＦＶの掛け声を聞いてご来店くださいました。外国の人が4－5人来られま

した。「本当のバレンタインが始まった」と感じました。来年が楽しみです。
・店頭販売がバレンタインの曜日で左右されますので、商品ラインを曜日に合わせて作成する必要が

あると思いました。
・5年目になりお客様にバレンタインをお伝えしようという気持ちが弱くなっていました

もっと声掛けなど徹底して取り組みたい
・まだまだ需要がないので陳列が中途半端になってしまいました。

来年は多く陳列して売り込みたいです
・フラワーバレンタインの認知度の低さを痛感。接客中にもっと説明していくべきと感じた

店舗調査に参加してくださったお店で人気だった商品をご紹介

ハートの実がなる木コーナー展開

クリスタル付プリザーブドフラワー

多肉アレンジスィーツアレンジ

ボックス入りアレンジメント

ボックス入りアレンジメント

【店舗アンケート】 店舗売上・活動調査結果
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過去の同アンケート調査をさかのぼり、２０１２年（第２回目）～２０１５年（第５回目）
（および２０１５年単年）の同一店舗１７店舗の売上、客数データについて改めてグラフ化して検証してみた。

【店舗アンケート】 店舗売上・活動調査結果

客数合計 バレンタインデー期間の売上は、2014年を除き、年々増加している。
2015年の14日当日の男性客は2012年比で143.8%に増加！
（同一の17店舗の客数データから集計）

男性客のみ 女性客のみ

＜参照＞
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【店舗アンケート】 店舗売上・活動調査結果

男性客シェア バレンタインデー前日、当日の男性客のシェアが高まっている。
（同一の17店舗の客数データから集計／2015年）

＜参照＞

バレンタインデー前日・当日の男性客シェアは前週同曜日と比較して
顕著に高まっている。（同一の7店舗の客数データより集計／2015年）
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●調査概要
マクロミル ネットモニター調査
2015年3月7～9日
20～40代の男女518名ずつ計1036名（首都圏518名、その他518名）
2011年以降、毎年同時期・同条件で実施

● 調査目的
「フラワーバレンタイン」キャンペーンに関して、以下の点について消費者の意識や購買行動など
を調査する。基本的に、第１回目から共通の設問で実施し、キャンペーンの継続データを蓄積す
ることを目的としている。

● 調査内容
内容は、大きく分けて下記の5テーマに分かれている。次頁以下に集計結果と要約を示す。
質問票、単純集計表とフェースシートは、巻末資料として掲載している。

①認知度、認知経路
バレンタインデーの意味の認知度、「フラワーバレンタイン」（FV）の認知度、認知経路、
ロゴ・チラシ、ポスター等の画像認知度

②購入率、購入意向、購入経路
バレンタインギフトとしての花の購入率、リピート率、新規購入率、今後の購入意向、ホワイトデー
の花購入意向、今年のバレンタインデー花購入者の購入経路

③ギフトとしての花の位置づけ
バレンタインギフト全体の中での花の選好度

④花の選好
バレンタインギフトとして好まれる花の選好度

⑤ 「バレンタインデーに花を贈る男性」に対する好意度
バレンタインデーに花を贈る男性に対する好意度と感想・イメージ

資料A 質問票・単純集計表
資料B 回答者フェース項目

● 補足：2015年のバレンタインデー
曜日：土曜日（2014年は金曜日）
天候： 北海道、東北、中部地方（一部）では、雪のち曇り、それ以外の地方は概ね晴れ。

（2014年は関東等で大雪）

【消費者アンケート】 第５回フラワーバレンタイン実態調査結果
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●調査結果（要旨）
1.バレンタインデーおよび「フラワーバレンタイン」の認知率、認知経路、画像認知

バレンタインデーが「男女がお互いの愛を誓い合う日」であることを知っている人の率は53.4%で、
前年比4.6%アップした。「バレンタインデーには、世界各国で、男性から女性に花を贈る習慣があ
る」ことについては、認知率58.9%で、前年比0.1%上昇した。

「フラワーバレンタイン」の認知率は17.8%で、2014年の15.3％から2.5%上昇した。
認知者の男女比は、男性18.1%（2014年16.8%）、女性17.4%（同13.7%）で、男女とも過去最高
になった。年齢層別では、20代が20.6%と最も高く、前年比4.6%の増加だった。

「フラワーバレンタイン」の認知経路（認知者中の比率）は、店頭ポスターが33.2%と前年（43%）か
ら約10％減少、再びテレビが39.7%（2014年41.8%）とトップになった。マス媒体は下がった一方、
店頭POP・チラシは21.7%（同16.5%）、フラワーバレンタインHP 9.8%（同4.4%）と増加した。
キャンペーン画像認知については、最も認知率が高いのは縦長ポスターで、6.6%（2014年
6.3%）だった。画像認知率については、縦長ポスター以外、前年比マイナスになった。

2. 購入率、購入意向、購入経路
今年のバレンタインデーに花を贈った人は、男性回答者518名中15人2.9%（2014年3.5%）と若
干減少した。過去に贈ったことのある人も7.7%（同8.1%）と微減だった。「来年のバレンタインに贈
りたい」は13.5%で、2.7%増加した。「ホワイトデーに贈りたい」は37.1%で前年と同じだった。
20代の男性では「過去のバレンタインに贈った」が10.5%で、40代（5.2%）の2倍である。ホワイト
デーの方が好ましいと考えるのは、既婚者42.7%に対し、未婚者では33.5%と差がある。
今年初めてプレゼントした人（新規購入）は0.4% (2名）（2014年0.2%、1名）、リピート率（過去も
今年も贈った）は13名2.5%（同17名3.3%）で、前年比でマイナス（-0.8%）となった。過去に贈っ
た経験がある40名のうち、67.5%が今年は贈らなかった。

購入経路は花店が80.0%（2014年66.7%）、インターネット33.3%（同38.9%）だった。

3. ギフトとしての花の位置づけ
今年のバレンタインに女性がもらったギフトで一番多いのはスイーツで10.6%（2014年6.6%）、花

は2番目で1.4%（同1.7%）で微減だった。「何ももらわなかった」人は87.1%を占めた。バレンタイン
に欲しいギフトとしては、スイーツが59.8%で最も多い。花は4番目で、40.2%だった。

4.  花の選好
バレンタインにもらいたい（贈りたい）花は、例年通り、バラが最も多い。

5. 「バレンタインに花を贈る男性」に対する好意度
「バレンタインに花を贈る男性」については、「とてもよいと思う」22.4%（2014年22.2%）、「よいと思
う」29.2%（同28.4%）で、肯定的なイメージが合計51.6%（同50.6%）と過半数を占める。

コメントを分析すると、肯定的評価の人は、女性からプレゼントという習慣にやや飽きを感じており、
男性が花を贈ることを「新鮮」、「個性の表現」としてとらえ、歓迎している。
否定的な人々は、「業界に踊らされたくない」という警戒感が強い。また、「花が好きではない、困
る」という女性が多く、男性側でも、それを認識している。この層では、「日本的でない」「根付いて
いない」という伝統・習慣重視の価値観が底流にある。

【消費者アンケート】 第５回フラワーバレンタイン実態調査結果

242



■ バレンタインデーの意味として「男女がお互いの愛を誓い合う日」であることを知っている人は
53.4%で、前年比4.6%アップした。

「バレンタインデーには、世界各国で、男性から女性に花を贈る習慣がある」ことを知っている人
は58.9%で、前年比0.1%上昇した。

■第1回FVキャンペーン開始前（2011年1月）の調査と比較すると、「花を贈る習慣」の認知は
13.1%上昇したのに対し、「お互いの愛を誓う」日としての認知は、2.5%減少している。

■性別では、「花を贈る習慣」の認知率が、女性71.2%に対し、男性は46.5%で、キャンペーン開
始以来、最低の数値になった。男女差は24.7%にものぼる。

● バレンタインデーの意味 認知率 （Q1）
バレンタインデーについて、あなたは以下のことをご存知ですか？ (n=1036、単一回答)

1. バレンタインデーとは、本来、「男女がお互いの」愛を誓い合う日である
2. 欧米や中国・台湾など世界各国で、バレンタインデーには、男性から女性に花を贈る習慣がある

①認知度、認知経路

「バレンタインデー」の意味 認知率推移 男女別

知っていた, 53.4

58.9

知らなかった, 46.6

41.1
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バレンタインデーとは、本来、「男女がお互いの」

愛を誓い合う日である

欧米や中国・台湾など、世界各国で、バレンタイン

デーには、男性から女性に花を贈る習慣がある
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「バレンタインデー」の意味 認知率推移

2011年3月
2011年1月

2012年
FVキャンペーン開始前

第1回FV後

%

2013年 2014年 2015年

バレンタインデーの意味 認知率 全体(N) 2011年1月 2011年3月 2012年 2013年 2014年 2015年

単一回答
「男女がお互いの」愛を誓い合う日 1036 55.9 54.8 58.0 52.9 48.8 53.4 

男性 518 55.2 54.4 55.4 47.1 48.6 51.2 

女性 518 56.6 55.2 60.6 58.7 49.0 55.6 
世界各国で男性から女性に花を贈
る習慣がある

1036 45.8 58.7 62.2 61.8 58.8 58.9 

男性 518 36.9 48.6 54.4 49.6 51.5 46.5 
女性 518 54.8 68.7 69.9 73.9 66.0 71.2 
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■ 「フラワーバレンタイン」の認知率は17.8%と、2014年の15.3％から2.5%の上昇になった。
■ 認知者の男女比は、男性18.1%（2014年16.8%）で過去最高、一方で、女性では17.4%（同

13.7％）と、男女ともに過去最高である。2014年以来、認知率では男性が女性を上回っている。
■年齢層別では、20代が20.6%と最も高かった。前年比4.6%の増加で、若年層の認知率向上が、

全体の数値のアップに寄与している。
■地域別では、従来は西高東低だったが、今年は逆になり、北海道が21.1%で認知率が最も高かっ

た。ただし、地域ごとのサンプル数の不足から、確実な傾向かどうか断言はできない。都道府県別
データについても同様である。

● 「フラワーバレンタイン」認知率 （Q2）
日本全国の花店では、2011年から、2月14日を「男性から女性に花を贈る日」 として、「フラ
ワーバレンタイン」を推進しています。「フラワーバレンタイン」という言葉をご存知ですか？
(n=1036、単一回答)

注：回答者数15名以上の
都道府県を抽出

知って

いる

17.8%

知らな

い

82.2%
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地域別 (n=1036)

都道府県別 n 認知率

全体 1,036 17.8 

京都府 15 33.3 

長野県 17 29.4 

千葉県 61 21.3 

北海道 38 21.1 

埼玉県 86 20.9 

愛知県 55 20.0 

福岡県 32 18.8 

広島県 16 18.8 

東京都 235 17.9 

茨城県 15 13.3 

神奈川県 136 12.5 

兵庫県 35 11.4 

大阪府 69 10.1 

静岡県 20 10.0 
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● 「フラワーバレンタイン」 認知経路 （Q3）
「フラワーバレンタインを知っている」とお答えの方に伺います。あなたは「フラワーバレンタイン」
という言葉を、どこで知りましたか？ (n=184、複数回答)

■ 「フラワーバレンタイン」の認知経路（認知者中の比率）は、店頭ポスターが33.2%と前年（43%）か
ら約10％減少した結果、再びテレビが39.7%（2014年41.8%）とトップになった。マス媒体は雑誌が
3.3%（2014年11.4%）、ラジオは8.7%（2014年8.9%）と、どちらも下がった。
一方、店頭POP・チラシは21.7%（同16.5%）、フラワーバレンタインHP 9.8%（同4.4%）、他のサ
イト12.5%（同6.3%）と、5~6%台の増加になった。

「フラワーバレンタイン」 認知経路 推移 （複数回答）

33.2
21.7

9.8
12.5

9.8
1.6
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4.9

3.3
8.7

2.2
4.3

8.7
1.6

4.3
6

1.6
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花店の店頭ポスター
花店のPOPやチラシなど

フラワーバレンタインのホームページ
他のウェブサイトやブログ、…

ツイッターやフェイスブックなど
スマホ用無料アプリ「花贈りnavi」

テレビ
新聞
雑誌

ラジオ
映画館

イベントや街頭キャンペーン
家族や友人・知人から口コミ

書籍やCD
商業施設のフリーペーパーや折込…

最初から知っていた
その他（具体的に【 】）

フラワーバレンタイン」認知経路
(n=184) （複数回答）

認知経路 複数回答 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
花店の店頭ポスター 35.3 41.5 28.5 43.0 33.2 
花店のPOPやチラシなど 18.2 20.5 15.8 16.5 21.7 
フラワーバレンタインのホームページ 3.5 5.8 2.4 4.4 9.8 

他のウェブサイトやブログ、YouTubeなど 13.5 15.2 9.7 6.3 12.5 

ツイッターやフェイスブックなど 2.9 6.4 6.1 7.0 9.8 
スマホ用無料アプリ「花贈りnavi」 1.3 1.6 
テレビ 37.6 42.7 38.2 41.8 39.7 
新聞 5.3 7.0 7.9 7.0 4.9 
雑誌 7.6 8.8 6.1 11.4 3.3 
ラジオ 9.4 7.6 9.1 8.9 8.7 
映画館 2.4 0.0 0.6 0.6 2.2 
イベントや街頭キャンペーン 3.5 8.2 4.2 5.1 4.3 
家族や友人・知人から口コミ 7.6 16.4 4.2 10.1 8.7 
書籍やCD 1.2 0.6 1.6 

商業施設のフリーペーパーや折込チラシなど 3.6 3.8 4.3 

最初から知っていた 4.1 5.3 6.1 3.2 6.0 
その他（具体的に【 】） 0.6 1.8 0.6 3.2 1.6 
全体(N) 170 171 165 158 184 
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■マス媒体の認知率に、男女差が見られる。男女比は、テレビで男性44.7%に対して女性34.4%、
新聞で7.4%対2.2%、ラジオは10.6%対6.7%、ウェブやブログで17.0%対7.8%だった。
■ 2015年は首都圏中心にJ-Waveでのフラワーバレンタイン関連特集が放送されたが、関東での
認知率は8.3%と、2014年の9.2%から微減だった（ただし、関東の「フラワーバレンタイン」認知者は
96名、うちラジオで認知した実数は8人で、傾向を把握するにはサンプル数が少ない）。

「フラワーバレンタイン」 認知経路 男女別 年齢別

「フラワーバレンタイン」 認知経路 性別年齢別 （複数回答） (認知者対象、n=184)
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10.6 3.2 
44.7 

7.4 
3.2 

10.6 
4.3 

7.4 
7.4 

3.2 
4.3 
4.3 

1.1 

32.2 
21.1 

7.8 
7.8 

8.9 
0.0 

34.4 
2.2 

3.3 

6.7 
0.0 

1.1 

10.0 
0.0 

4.4 
7.8 

2.2 

0 10 20 30 40 50

花店の店頭ポスター

花店のPOPやチラシなど

フラワーバレンタインのホームページ

他のウェブサイトやブログ、YouTubeなど

ツイッターやフェイスブックなど

スマホ用無料アプリ「花贈りnavi」

テレビ

新聞

雑誌

ラジオ

映画館

イベントや街頭キャンペーン

家族や友人・知人から口コミ

書籍やCD

商業施設のフリーペーパーや折込チラシなど

最初から知っていた

その他（具体的に【 】）

男性 女性

「フラワーバレンタイン」認知経路 男女別
（認知者対象、n= 184,  男性 n = 94,  女性 n= 90） %

認知経路 複数回答 全体 20代男性 20代女性 30代男性 30代女性 40代男性 40代女性

184 38 33 31 30 25 27 

花店の店頭ポスター 33.2 36.8 42.4 35.5 33.3 28.0 18.5 

花店のPOPやチラシなど 21.7 26.3 33.3 22.6 10.0 16.0 18.5 

フラワーバレンタインのホームページ 9.8 18.4 9.1 12.9 10.0 0.0 3.7 

他のウェブサイトやブログ、YouTubeなど 12.5 13.2 6.1 19.4 13.3 20.0 3.7 

ツイッターやフェイスブックなど 9.8 5.3 21.2 22.6 0.0 4.0 3.7 

スマホ用無料アプリ「花贈りnavi」 1.6 5.3 0.0 3.2 0.0 0.0 0.0 

テレビ 39.7 44.7 27.3 38.7 30.0 52.0 48.1 

新聞 4.9 2.6 0.0 3.2 3.3 20.0 3.7 

雑誌 3.3 0.0 3.0 3.2 0.0 8.0 7.4 

ラジオ 8.7 7.9 12.1 12.9 3.3 12.0 3.7 

映画館 2.2 5.3 0.0 3.2 0.0 4.0 0.0 

イベントや街頭キャンペーン 4.3 7.9 3.0 9.7 0.0 4.0 0.0 

家族や友人・知人から口コミ 8.7 7.9 9.1 6.5 10.0 8.0 11.1 

書籍やCD 1.6 5.3 0.0 3.2 0.0 0.0 0.0 

商業施設のフリーペーパーや折込チラシなど 4.3 2.6 3.0 3.2 6.7 8.0 3.7 

最初から知っていた 6.0 5.3 6.1 0.0 6.7 8.0 11.1 

その他（具体的に【 】） 1.6 2.6 0.0 0.0 3.3 0.0 3.7 
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● キャンペーン画像認知率 （Q4）
以下の画像を見たことがありますか？ (n=1036、単一回答)

■ 「フラワーバレンタイン」の画像では、最も認知率が高いのは、従来通り縦長ポスターで、6.6%
（2014年6.3%）だった。「フラワーバレンタイン」の認知率自体は上がった一方、画像認知率につ
いては、縦長ポスターで前年比0.5%向上した以外、既存の他の選択肢では、いずれも前年比マ
イナスになった。
なお、「J-WAVEポスター」「3 LOVE STORIESポスター」「花の国日本協議会ロゴ」は、2015年に

初めて選択肢に追加した。

FVロゴ・画像認知率 ％ 単一回答 2011年 2012年 2013年
2014
年

2015
年

茶ロゴ 4.1 5.5 4.3 4.6 4.3 

縦長ポスター 7.1 9.6 5.5 6.3 6.6 

チラシ 表・裏 3.0 6.6 2.7 4.2 3.8 

Ｊ－ＷＡＶＥポスター － － － － 5.2 

３ ＬＯＶＥ ＳＴＯＲＩＥＳポスター － － － － 2.6 

タグ （QRコード） 4.5 2.8 2.1 2.5 1.5 

アプリ（花贈りnavi） － － － 3.9 1.4 

花用スリーブ － － － 1.8 0.9 

花の国日本協議会ロゴ － － － － 4.1 
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キャンペーン画像認知率 男女別・年齢別・地域別

■ 「フラワーバレンタイン」の画像認知では、全体に、縦型ポスター以外、男性の方が女性より認

知率が高い。
■ 年代別では、全般に20代の画像認知率が高く、特にFV縦長ポスターでは10.2%に上った。
■ 地域別では、北海道での認知率が高く、母数が少ないため断言はできないが、「フラワーバレン

タイン」の認知率同様、今年は「東高西低」であった。
■ J-WAVEのフラワーバレンタイン連動企画は関東中心であったが、「J-WAVEポスター」の画像

認知率は、北海道が最も高く7.9%、関東は5.6%という結果になった（J-WAVEは一都三県中心
のFM局）。
認知率および画像認知率については、実際の認知者に加え、「聞いたり、見たりしたことがある
ような気がする」人たちも含まれている可能性はある。

ロゴ・チラシ・キャラクター認知率 地域別 (n =1036)
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画像認知 年齢別 画像認知 年齢別
(n= 20代 344、30代348、40代344）

地域別 (%) 全体 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州

全体 1036 38 43 550 145 141 33 20 66 

茶ロゴ 4.3 5.3 2.3 4.9 4.8 4.3 3.0 0.0 1.5 

縦長ポスター 6.6 5.3 4.7 7.5 6.9 4.3 3.0 5.0 7.6 

チラシ 表・裏 3.8 2.6 0.0 4.9 3.4 2.8 3.0 0.0 1.5 

Ｊ－ＷＡＶＥポスター 5.2 7.9 4.7 5.6 3.4 5.7 6.1 5.0 3.0 

3 LOVE STORIESポスター 2.6 5.3 2.3 3.5 1.4 0.0 3.0 0.0 3.0 

タグ （QRコード） 1.5 2.6 0.0 2.0 2.1 0.0 3.0 0.0 0.0 

アプリ（花贈りnavi） 1.4 0.0 2.3 1.8 1.4 0.7 3.0 0.0 0.0 

花用スリーブ 0.9 5.3 2.3 0.7 0.7 0.0 3.0 0.0 0.0 

花の国日本協議会ロゴ 4.1 7.9 2.3 5.1 2.1 3.5 3.0 0.0 1.5 
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● バレンタインデーの花購入経験率・購入意向（男性） （Q7）
バレンタインに花を贈ることについて、以下の項目ごとに、ご自分にあてはまるかどうかをそれぞ
れお選びください。（男性、n=518）
1,過去にバレンタインに花を贈った
2.今年のバレンタインに花を贈った
3.来年のバレンタインに花を贈りたい
4.花を贈るなら、バレンタインのお返しとして、ホワイトデーに贈りたい
5.バレンタインに花を贈りたいとは思わない

■ 今年のバレンタインデーに花を贈ったのは、全男性回答者518名中15人、2.9%（2014年3.5%）

と、前年に比べて若干減少した。過去に贈ったことのある人も、7.7%（同8.1%）と微減だった。
なお、2014年のバレンタインは金曜、各地で大雪、2015年は土曜日、北海道、東北、中部の
一部で一時雪、他の地方は概ね晴れだった。

■ 一方、「来年のバレンタインに贈りたい」と答えた男性は13.5%と、前年比2.7%増加した。「ホワイト

デーに贈りたい」人は37.1%で前年と同率である。

②購入率、購入意向、購入経路
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■ 年齢別に、購入経験と購入意向を集計したところ、2015年は、若い年齢層ほど、バレンタインの
花購入経験率が高いという結果になった。20代の男性では「過去のバレンタインに贈った」が
10.5%（2014年9.3%）で、前年同様他の世代に比べて多く、40代（5.2%）の2倍にのぼった。
さらに、「来年のバレンタインに贈りたい」と答えた人の割合でも、20代は20.3%（同14.5%）と5人
に1人が花を贈ることに前向きであるうえ、前年比で5.8%も伸びた。
ホワイトデーに贈りたいかどうかという質問に対しても、20代のうち39%が贈りたいと答え、2014年
の29.7% から、9.3%上昇した。
一方、3０代では「ホワイトデー」42%、贈りたくないという答えが46%と、バレンタインデーの花贈り
に対して、やや消極的であった。

■ 未婚・既婚別に見ると、購入経験に関してはそれほど大きな差が見られなかったが、購入意向
については、「バレンタインに贈りたい」では未婚15.0%(2014 年13.2%）、既婚11.1%（同7%）と、
未婚者の方が高い。
既婚者と未婚者で差があるのはホワイトデーで、既婚者の42.7% （同42.7%）は、ホワイトデーに
贈る方が好ましいと感じているようである。未婚者の33.5%（同 33.5%）より、9.2%も高かった。こ
の傾向は、前年とまったく同じである。

購入経験・購入意向 年齢別 （男性、n=518） （ ）内は前年の値

購入経験・購入意向 未既婚別 （男性、n=518） （ ）内は前年の値

年齢

全体 20代 30代 40代

全体 518 (518) 172 (172) 174 (174) 172 (172)

過去のバレンタインに贈った 7.7 (8.1) 10.5 (9.3) 7.5 (6.9) 5.2 (8.1) 

今年のバレンタインに贈った 2.9 (3.5) 5.2 (4.7) 2.9 (3.4) 0.6 (2.3) 

来年のバレンタインに贈りたい 13.5 (10.8) 20.3 (14.5) 14.4 (10.3) 5.8 (7.6)

花を贈るならホワイトデーに贈りたい 37.1 (37.1) 39.0 (29.7) 42.0 (44.8) 30.2 (36.6) 

バレンタインに花を贈りたくない 39.2 (40.2) 37.2 (40.7) 46.0 (38.5) 34.3 (41.3) 

全体 未婚 既婚

全体 518 (518) 319 (319) 199 (199) 

過去のバレンタインに贈った 7.7 (8.1) 6.9 (7.8) 9.0 (8.5) 

今年のバレンタインに贈った 2.9 (3.5) 2.8 (3.4) 3.0 (3.5) 

来年のバレンタインに贈りたい 13.5 (10.8) 15.0 (13.2) 11.1 (7.0) 

花を贈るならホワイトデーに贈りたい 37.1 (37.1) 33.5 (33.5) 42.7 (42.7) 

バレンタインに花を贈りたくない 39.2 (40.2) 39.8 (39.5) 38.2 (41.2) 
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■ 2015年の購入経験率（過去および/または今年贈った）は42名8.1%（2014年43名8.3%）
で、前年と比べて微減だった。

■ 今年初めてプレゼントした人（新規購入率）は、0.4% (2名）（2014年0.2%、1名）だった
（2013年0.4%、2名、2012年ゼロ）。
リピート率（過去も今年も贈った）は13名2.5%（同17名3.3%）で、前年比でマイナス（-0.8%）
となった。
離脱率（過去に贈ったが、今年は贈らなかった）は27名5.2%で、2014年の25名4.8%から
微増となった。過去に贈った経験がある40名のうち、67.5%が今年は贈らなかった。

■ バレンタインデーに花を贈った経験のない人（過去にも今年にも贈らなかった）は、476名
91.9%（2014年475名91.7%）である。十分な伸びしろがあると言える。

購入率・リピート率・新規購入率 （全男性、n = 518）

過去に贈った
ことがある
42人､8.1%
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ユーザー）

1人、0.2%

2014年累積購入経験者
43名、8.3% (n=518)

過去に贈った
ことがある
が、今年は贈
らなかった
25人､4.8%

人 小計 %
n = 518に
対する%

全体 518 100.0 100.0 

過去に贈ったことがある 40 100.0 7.7 

過去も今年も贈った 13 32.5 2.5 

過去に贈ったが今年は贈らなかった 27 67.5 5.2 

今年贈った 15 100.0 2.9 

過去も今年も贈った 13 86.7 2.5 

今年初めて贈る 2 13.3 0.4 

購入経験者(累積） 42 8.1 

購入経験なし 476 91.9 

過去に贈った
ことがある
40人､7.7%

今年贈った
15人、2.9%

過去も今年
も贈った
（リピー
ター）
13人、2.5%
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2人、0.4%

2015年累積購入経験
者

42名、8.1% (n=518)

過去に贈った
ことがあるが、
今年は贈らな
かった
27人､5.2%

購入率・リピート率・新規購入率 前年比 （各年全男性 n=518）
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■「フラワーバレンタイン」の認知と、購入経験・購入意向の関係を調べた。 今年のバレンタイン
デーに花を贈った男性（15名）の93.3%（2014年18名72.2%）は、「フラワーバレンタイン」を知っ
ていた。今年贈らなかった人（503名）の認知率は15.9%（同500 名14.8%)で、77.4%という大き
な差があった。過去の購入経験、来年の購入意向についても、同様の傾向が見られた。
一方、ホワイトデーについては、贈りたい人21.4%と贈りたくない人16.3%の間の認知率の違いは
5.1%で、差は比較的小さかった。

■仮説として、「フラワーバレンタイン」の認知と、バレンタインの花購入には相関がありそうである。

購入経験・購入意向と 「フラワーバレンタイン」の認知率

知っている, 52.5 

知っている, 15.3 

知らない, 47.5 

知らない, 84.7 
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● バレンタインデーの花購入経路 （Q8）
「今年のバレンタインに花を贈った」とお答えの方に伺います。どこで花を購入しましたか？（男
性、今年の購入者 n= 15、複数回答）

■ 今年のバレンタインに花を贈った人15名中、購入経路は花店が80.0%（2014年66.7%）、通

販・宅配（電話や店頭注文）20.0%（同11.1%）、インターネット33.3%（同38.9%）、量販店
（スーパー、ホームセンター）20.0%（同0%）だった。

■ 20代、30代では、花屋とネット、通販などを併用している。
つまり、バレンタインデーに、2つ以上の場所（方法）で、花を購入する人たちがいるということ
である。恋人や妻だけでなく、家族の他のメンバーや知人、お世話になっている人など複数の
相手に花をプレゼントしているものと推測される。
本調査では、贈り先については尋ねていないが、相手ごとに購入経路を選んでいるのではな
いかと推察される。

バレンタインデーの花 購入経路 年齢別 （複数回答）
(n = 15) （ ）内は前年の値

80

20

33.3

20

0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

花店

通販・宅配（電話や店頭注文）

インターネット

量販店（スーパー、ホームセンター）

その他（具体的に【 】）

バレンタインデーの花 購入経路（複数回答）
(n = 15)

全体 20代 30代 40代

購入経路 年齢別 (%) 15 (18) 9 (8) 5 (6) 1 (4) 

花店 80.0 (66.7) 100.0 (62.5) 40.0 (50.0) 100.0(100.0) 

通販・宅配（電話や店頭注文） 20.0 (11.1) 22.2 (12.5) 20.0 (16.7) 0.0 (0.0) 

インターネット 33.3 (38.9) 22.2 (50.0) 60.0 (50.0) 0.0 (0.0) 

量販店（スーパー、ホームセンター） 20.0 (0.0) 0.0 (0.0) 60.0 (0.0) 0.0 (0.0) 

その他（具体的に【 】） 0.0 (0.0) 0.0 (0.0) 0.0 (0.0) 0.0 (0.0) 
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● 今年のバレンタインデーのギフト（女性） （Q5）
今年のバレンタインデーに、男性から何かギフトをもらいましたか？ （女性 n=518、複数回答)

③ギフトとしての花の位置づけ

■ 今年のバレンタインにもらったギフトとして、一番多いのがスイーツで10.6%（2014年6.6%）、
花は2番目で、1.4%（同1.7%）と、微減だった。例年通り、「何ももらわなかった」人が圧倒的
に多く、87.1%（同90.3%）を占めた。

10.6

1.4

0.8

0.2

1.7

0.6

0.2

87.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

チョコレートなどスイーツ

花束・フラワーアレンジメント

アクセサリー

バッグ

レストランで食事

旅行・宿泊

その他（具体的に【 】）

何ももらわなかった

今年のバレンタインデーにもらったギフト （複数回答） （女性、n=518）

複数回答 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
チョコレートなどスイーツ 6.4 8.1 7.7 6.6 10.6 
花束・フラワーアレンジメント 1.2 1.0 1.4 1.7 1.4 
アクセサリー 1.0 1.0 1.2 1.0 0.8 
バッグ 0.2 0.6 0.8 0.4 0.2 
レストランで食事 1.2 1.5 2.3 0.8 1.7 
旅行・宿泊 0.6 0.6 0.6 0.0 0.6 
その他（具体的に【 】） 1.0 1.0 0.4 0.8 0.2 
何ももらわなかった 90.0 89.0 88.6 90.3 87.1 

今年のバレンタインにもらったギフト 推移 （複数回答）（女性、n = 518、各年 ）
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● 来年のバレンタインデーにほしいギフト（女性） （Q6）
来年のバレンタインデーに、男性から何かギフトをもらえるとしたら、何が欲しいですか？
欲しいもの（いくつでも）、最も欲しいもの（一つだけ）をそれぞれお選びください。(女性 n=518)

■バレンタインに欲しいギフト（複数回答）としては、スイーツが59.8%（2014年62.0%）で最も多
かった。花が欲しいと答えた女性は、「レストランで食事」44.8%（同47.1%）、アクセサリー
42.3%（同44.0%）、についで4番目で、40.2%（同41.5%）だった。
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● バレンタインデーにもらいたい花（贈りたい花） （Q9）
バレンタインデーに男性からもらいたい花（女性に贈りたい花）は何ですか？3つまで選んでくだ
さい。 (n=1036、複数回答)

■ バレンタインにもらいたい（贈りたい）花は、例年通り、バラが最も多い。赤いバラが29.8%（2014
年28.7%）、赤以外のバラ26.5%（同27%）、香りのあるバラ15.8%（同16.3%）とともに、上位を独
占している。その他、チューリップ13.2% （同14.9%） 、ガーベラ13.0% （同15.7%）なども、一定
の人気がある。

④花の選好
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バレンタインデーに欲しい（贈りたい）花 男女別、年齢別 (n=1036)

■男性が贈りたい花と女性が欲しい花は異なる。特に、赤以外のバラを選んだ人は、男性では20.8%
に過ぎないが、女性では32.2%にのぼった。もらいたい花としては、赤のバラ30.1%より多く、最も人
気がある。また、ガーベラも、女性18.7%が欲しい花として上げているが、男性では7.3%にとどまって
いる。女性の花の好みについて、それほどよく知らない男性が多いようである。

■ 性別年齢別に見ると、20代で、赤以外のバラの好みの男女差が激しい(女性37.8%に対し、男性
15.7%)。20代女性では、チョコレートコスモスが15.8%と、他のセグメントと比べて支持が高い。

バレンタインデーに欲しい（贈りたい）花 男女別年齢別 （複数回答） (n=1036)
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バレンタインに欲しい（贈りたい）花 男女別 （複数回答）(n = 1036)

バレンタインデーに欲しい花、贈りたい花 全体 20代男性 20代女性 30代男性 30代女性 40代男性 40代女性

1036 172 172 174 174 172 172 
赤いバラ 29.8 37.8 39.0 25.9 27.0 25.0 24.4 
赤色以外のバラ（ピンク、オレンジなど） 26.5 15.7 37.8 28.7 27.6 18.0 31.4 
香りのあるバラ 15.8 14.5 18.0 14.9 20.7 8.7 18.0 
チューリップ 13.2 8.7 12.2 9.8 14.9 11.0 22.7 
ガーベラ 13.0 6.4 18.0 10.3 21.8 5.2 16.3 
スイートピー 11.1 11.0 14.0 9.2 10.3 8.1 14.0 
ラナンキュラス 3.5 1.2 2.3 4.0 8.0 1.7 3.5 
チョコレートコスモス 8.0 6.4 15.7 8.0 8.6 4.1 5.2 
ユリ 6.1 5.8 5.8 5.7 7.5 4.1 7.6 
カーネーション 4.7 7.0 5.2 5.2 2.9 3.5 4.7 
ダリア 5.2 4.1 7.6 2.9 8.6 4.1 4.1 
トルコギキョウ 2.9 0.6 2.9 2.3 4.0 1.7 5.8 
キク（マム） 0.5 0.6 0.0 0.0 1.1 0.6 0.6 
12本の花束（ダズンローズ、ダズンフラワー） 5.9 3.5 9.3 4.6 5.2 4.7 8.1 
その他（具体的に【 】） 2.4 1.2 2.9 0.0 3.4 2.9 4.1 
特にない 31.2 42.4 18.0 35.1 25.3 47.7 18.6 
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● 「バレンタインデーに花を贈る男性」に対する好意度 （Q10）
バレンタインデーに花を贈る男性について、どう感じますか？
よろしければ、感想やそうお感じになった理由とあわせてお聞かせください。(n=1036、単一回答)

■ 「バレンタインに花を贈る男性」については、「とてもよいと思う」22.4%（2014年22.2%）、「よい
と思う」29.2%（同28.4%）で、肯定的なイメージが合わせて51.6%（同50.6%）と、過半数を占め
ている。

■ 女性では「とてもよいと思う」30.3%（2014年30.3%）、「よいと思う」35.7%（同32.8%）、合わせ
て66%（同63.1%）を占めたのに対し、男性ではそれぞれ14.5%、22.8%（同14.1%、23.9%）で、
肯定的イメージは37.3%（同38.0%）と男女間で28.7%（同25.1%）も差がある。

■ 年齢別では、 「とてもよいと思う」「よいと思う」を合わせた好意度は、20代60.5%（2014年
54.9%）、30代51.7%（同50.3%）、40代42.8%（同46.5%）で、年齢が若いほど、肯定的な印象
を持つ人の割合が高い。好意度は、20代で前年比5.5%上昇しており、30代1.4%、40代マイ
ナス3.7%に対して、世代間での差が広がっている。20代と40代では17.7ポイントもの差がある
（2014年は8.4ポイント）。

⑤「バレンタインデーに花を贈る男性」に対する好意度と感想・イメージ

「バレンタインに花を贈る男性」 に対する好意度
年齢別 (n= 20代 344、30代348、40代344）
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どちらともいえない

あまりよいと思わない

全然よいと思わない

「バレンタインに花を贈る男性」に対する好意度
男女別 (n = 1036、男女各 n=518)

%
全体 20代 30代 40代

全体 1036 344 348 344 

とてもよいと思う 22.4 26.5 24.4 16.3 

よいと思う 29.2 34.0 27.3 26.5 

どちらともいえない 32.5 26.2 34.2 37.2 

あまりよいと思わない 6.4 6.4 6.3 6.4 

全然よいと思わない 9.5 7.0 7.8 13.7 
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■ 地域別では、中国地方で「とてもよい」「よい」を合わせた好感度が60.6%（2014年64.3%）と最
も高かった。気になるのは九州で、2014年には58.2%だった好意度が、2015年は45.4%と、
前年比12.8%も下落し、全地域で最も低い数値となった。

■職業別では、専業主婦の間で、「とてもよい」が32･7%と有意に高い結果となった。また、学生
では、「よいと思う」が38.6%と、比較的好意度が高かった。

「バレンタインに花を贈る男性」に対する好意度 地域別 (n=1036)

全体 北海道 東北 関東 中部 近畿 中国 四国 九州

単一回答 全体 1036 38 43 550 145 141 33 20 66 

とてもよいと思う 22.4 23.7 30.2 22.2 22.1 21.3 21.2 25.0 21.2 

よいと思う 29.2 31.6 20.9 28.4 33.8 29.8 39.4 30.0 24.2 

どちらともいえない 32.5 34.2 34.9 32.2 31.7 31.9 33.3 30.0 36.4 

あまりよいと思わない 6.4 5.3 0.0 7.1 8.3 5.7 3.0 5.0 4.5 

全然よいと思わない 9.5 5.3 14.0 10.2 4.1 11.3 3.0 10.0 

全体
公務
員

経営
者・
役員

会社
員(事
務系)

会社
員(技
術系)

会社
員(そ
の他)

自営
業

自由
業

専業
主婦
(主夫)

パー
ト・ア
ルバ
イト

学生
その
他

無職

単一回答 全体 1036 39 9 169 144 139 38 16 153 154 88 27 60 

とてもよいと思う 22.4 15.4 11.1 20.7 15.3 29.5 21.1 31.3 32.7 22.1 19.3 18.5 13.3 

よいと思う 29.2 28.2 33.3 31.4 29.9 23.7 26.3 18.8 29.4 31.2 38.6 22.2 23.3 

どちらともいえない 32.5 33.3 55.6 28.4 37.5 30.9 26.3 25.0 28.8 35.1 28.4 40.7 43.3 

あまりよいと思わない 6.4 5.1 0.0 5.3 8.3 5.8 5.3 0.0 5.2 5.8 9.1 7.4 10.0 

全然よいと思わない 9.5 17.9 0.0 14.2 9.0 10.1 21.1 25.0 3.9 5.8 4.5 11.1 10.0 

「バレンタインに花を贈る男性」に対する好意度 職業 (n=1036)
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■ フラワーバレンタインの認知と、「バレンタインに花を贈る男性」に対する好意度をクロス集計す
ると、フラワーバレンタインを「知っている」人184名（2014年158名）では、 「とてもよい」「よい」
を合わせた肯定的評価は71.2%（同64.5%）にも達する。前年比6.6%の増加である。特に、「よ
いと思う」が38.6%と前年の31.6%から7%伸びた。
一方、「全然良いと思わない」「あまりよいと思わない」の否定的評価は5.4%（同7.6%）にとどま
る。

■一方、フラワーバレンタインを「知らない」人852名（同878名）では、肯定的評価が47.4%（同
48.1%）、否定的評価が18.1%（同18.4%）ある。

■ フラワーバレンタインのキャンペーン認知は、男性がバレンタインに花を贈るという行為に対し
て、肯定的イメージを育てるのに役立っている可能性がある。

「フラワーバレンタイン」認知の有無と、「バレンタインに花を贈る男性」に対する好意度 (n=1036)

とてもよい

と思う, 

32.6 

よいと思

う, 38.6 

どちらとも

いえない, 

23.4 

あまりよい

と思わな

い, 1.1 

全然よい

と思わな

い, 4.3 

｢フラワーバレンタイン」認知者
「バレンタインに花を贈る男性」 に対する好意度

(n = 「知っている」184)

とてもよい

と思う, 

20.2 

よいと思う, 

27.2 
どちらとも

いえない, 

34.5 

あまりよい

と思わな

い, 7.5 

全然よいと

思わない, 

10.6 

｢フラワーバレンタイン」非認知者
「バレンタインに花を贈る男性」 に対する好意度

(n = 「知らない」 852)
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「バレンタインに花を贈る男性」に対する感想・そう感じた理由（自由回答） 頻出意見

選択肢 頻出意見 頻度（回）

1 とてもよいと思う
（コメント数 224件）

嬉しい 24

素敵 17

気持ちを感じる 16

気持ちを伝えられる、表現できる 16

おしゃれ 14
普段ない、滅多にない機会 11

ロマンチック 11

愛を感じる 9

いつも女性からばかりなので 7

男性からのアプローチは新鮮、サプライズ 7
紳士 7

2 よいと思う
（コメント数 289件）

嬉しい 45

おしゃれ 37

気持ちを伝える、表現する 34

素敵 21

普段ない、滅多にない機会 12
そういう習慣が今までないので、新鮮 11

愛を感じる 10

かっこいい 10

ロマンチック 9

男性からというのもいい 8
紳士 7

3 どちらともいえない
（コメント数 316件）

どうでもいい、特にない 49

バレンタインデーに興味がない、必要ない 39

人それぞれ、あげたい人はあげればいい、個人の自由 26

そういう習慣が日本では根づいていない、日本人にはちょっと 18

相手、場合による 12
あまり花は好きではない、もらっても迷惑、困る、花はいらない 11

わからない 9

バレンタインは女性からというイメージがある 8

キザ 7

違和感、ピンと来ない 7

4 あまりよいと思わない
（コメント 63件）

キザ、ナルシスト 9
もらっても嬉しくない、困る、荷物になる 8

日本で浸透していない習慣 6

食べ物の方がよい 5

バレンタインデーは女性から男性への日 4

5 全然よいと思わない
（コメント数 91件）

業界に騙されている、商売性、強制、やらされ感、踊らされている 21

もらっても嬉しくない、困る、花は嫌い、じゃま、苦手、欲しくない 11

特になし、関心なし、興味なし 10

気持ち悪い、きもい 4

日本にはそういう習慣がない 4
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■肯定的なイメージを持つ人は、「嬉しい」「おしゃれ」などの理由を上げている。また、女性からプレ
ゼントという習慣にやや飽きを感じており、男性が花を贈ることに対し、「新鮮」、「個性の表現」とし
てとらえ、新しい物事を歓迎する気風も見られる。物より心、という感覚を大事にしている。

■ 「どちらともいえない」では、「人それぞれ」という態度が基調で、花を贈ること自体には否定的では
ないが、花を貰っても喜ばない女性もいるという認識を持っている人たちが多い。

■否定的な人々の間では、「業界に踊らされたくない」という警戒感が強い。この層では、「花が好き
ではない、困る」という女性がかなり存在する。男性側でも、そのことを認識した上でコメントしてい
る。また、「日本的でない」「根付いていない」など、やや保守的・伝統重視の価値観も見られる。

「バレンタインに花を贈る男性」に対する感想・そう感じた理由 自由回答 抜粋

1 とてもよいと思う
・本来の意味で良いと思うから（女性、45、神奈川県、パート・アルバイト）
・普段、花に縁が少ない男性が花を買うのは微笑ましい（男性、46、広島県、会社員）
・男性の身としても花を選ぶことは楽しく、花があるだけで日常が華やぐように感じる。楽しい時間を共有できるのであ
れば、バレンタインデーに花を贈ることに抵抗はない（男性、31、埼玉県、学生）

・女性からばかりアクションを起こさねばならないのは不公平だから（女性、29、大阪府、会社員(事務系)）
・気持ちが伝わる（男性、39、長野県、会社員）
・愛を感じる（女性、23、青森県、会社員）

2   よいと思う
・毎年同じことしてもつまらない（男性、22、福岡県、学生）
・日本のＶＤは女性から男性へ・・が一般的になったので、とても新鮮味がある（女性、33、埼玉県、会社員）
・大人の振る舞いが出来る落ち着いた人の印象が有る（男性、45、埼玉県、会社員）
・気持ちがないと出来ないので伝わると思う（男性、36、徳島県、会社員(技術系)）
・菓子と異なりより個性が表現できるから（男性、21、兵庫県、学生）
・ホワイトデーにお返しなんてバカらしい（女性、46、東京都、専業主婦）
・お互いに物の交換になったりするから（男性、23、徳島県、学生）
・いつか枯れるものにお金をかけるのは素敵だと思う（男性、45、新潟県、その他）
・1輪の花でも自分のために店員さんと相談しつつ買ってくれたという気持ちが嬉しい（女性、38、福島県、パート）

3 どちらともいえない
・日本独自のチョコでいいんでない？（男性、33、埼玉県、会社員）
・世の風潮と違うことをするという点が、魅力的であると同時に、異質な感じがする（男性、39、東京都、無職）
・花を貰えば必ず喜ぶというわけではない。相手の事情をリサーチして欲しい（女性、35、東京都、会社員）
・花をもらっても喜ばない人がいる（男性、28、埼玉県、公務員）
・ホワイトデーが面倒そう、ホワイトデーに贈るほうがいい（男性、20、神奈川県、学生）
・どうせ私には関係ない（女性、47、奈良県、自由業）
・○○だからというきっかけでなく、普段から感じたときに実行してほしい（女性、48、東京都、会社員）

4 あまりよいと思わない
・日本では、男性がもらえる日なので かわいそう（女性、45、東京都、専業主婦）
・キザ。マスコミ情報を鵜呑みにする経験値の低い人に見える。自分が貰うと迷惑（女性、38、東京都、会社員）
・義理での贈り物が多くなる（男性、47、神奈川県、会社員）

5 全然よいと思わない
・日本にはそういう習慣はない（男性、44、東京都、会社員）
・花屋の戦略に踊らされている 男性差別（男性、26、埼玉県、会社員(技術系)）
・お菓子屋さんが儲かるイベントに花屋さんが参加しただけで、必要性のないイベントに影響をうけて花を買う男性は
いまいち（女性、32、大阪府、専業主婦）
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資料A 質問票・単純集計表

Q1

1 2

バレンタインデーについて、あなたは以下のことをご存知ですか？
それぞれについてお答えください。

全体
知って
いた

知らな
かった

単一回答

1 バレンタインデーとは、本来、「男女がお互いの」愛を誓い合う日である
1036 553 483 

100.0 53.4 46.6 

2
欧米や中国・台湾など、世界各国で、バレンタインデーには、男性から女
性に花を贈る習慣がある

1036 610 426 

100.0 58.9 41.1 

Q2

日本全国の花店では、2011年から、2月14日を「男性から女性に花
を贈る日」 として、
「フラワーバレンタイン」を推進しています。「フラワーバレンタイン」という
言葉をご存知ですか？（単一回答）

単一回答 Ｎ ％
1 知っている 184 17.8 

2 知らない 852 82.2 

全体 1036 100.0 

Q3

Q2で「フラワーバレンタインを知っている」とお答えの方に伺います。
あなたは「フラワーバレンタイン」という言葉を、どこで知りましたか？（複数
回答）

複数回答 Ｎ ％
1 花店の店頭ポスター 61 33.2 

2 花店のPOPやチラシなど 40 21.7 

3 フラワーバレンタインのホームページ 18 9.8 

4 他のウェブサイトやブログ、YouTubeなど 23 12.5 

5 ツイッターやフェイスブックなど 18 9.8 

6 スマホ用無料アプリ「花贈りnavi」 3 1.6 

7 テレビ 73 39.7 

8 新聞 9 4.9 

9 雑誌 6 3.3 

10 ラジオ 16 8.7 

11 映画館 4 2.2 

12 イベントや街頭キャンペーン 8 4.3 

13 家族や友人・知人から口コミ 16 8.7 

14 書籍やCD 3 1.6 

15 商業施設のフリーペーパーや折込チラシなど 8 4.3 

16 最初から知っていた 11 6.0 

17 その他（具体的に【 】） 3 1.6 

全体 184 100.0 
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資料A 質問票・単純集計表

Q4

1 2

以下の画像を見たことがありますか？
それぞれについてお答えください。

全体
見たことが
ある

見たことが
ない

単一回答

1 画像1 （茶ロゴ）

1036 45 991 

100.0 4.3 95.7 

2 画像2 （縦長ポスター）

1036 68 968 

100.0 6.6 93.4 

3 画像3 （チラシ 表・裏）

1036 39 997 

100.0 3.8 96.2 

4 画像4 （Ｊ－ＷＡＶＥポスター）

1036 54 982 

100.0 5.2 94.8 

5 画像5 （3 LOVE STORIESポスター）

1036 27 1009 

100.0 2.6 97.4 

6 画像6 （タグ（QRコード））

1036 16 1020 

100.0 1.5 98.5 

7 画像7 （アプリ（花贈りnavi））

1036 15 1021 

100.0 1.4 98.6 

8 画像8 （花用スリーブ）

1036 9 1027 

100.0 0.9 99.1 

9 画像9 （花の国日本協議会ロゴ）

1036 42 994 

100.0 4.1 95.9 
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資料A 質問票・単純集計表

Q7

1 2

バレンタインに花を贈ることについて、以下の項目ごとに、ご自分に
あてはまるかどうかをそれぞれお選びください。

全体
あては
まる

あては
まらな
い

単一回答

1 過去にバレンタインに花を贈った
518 40 478 

100.0 7.7 92.3 

2 今年のバレンタインに花を贈った
518 15 503 

100.0 2.9 97.1 

3 来年のバレンタインに花を贈りたい
518 70 448 

100.0 13.5 86.5 

4 花を贈るなら、バレンタインのお返しとして、ホワイトデーに贈りたい
518 192 326 

100.0 37.1 62.9 

5 バレンタインに花を贈りたいとは思わない
518 203 315 

100.0 39.2 60.8 

Q6

1 2 3 4 5 6 7 8

来年のバレンタインデーに、男性から何かギフト
をもらえるとしたら、何が欲しいですか？
欲しいもの（いくつでも）、最も欲しいもの（一つだ
け）をそれぞれお選びください。

全体

チョコ
レート
などス
イーツ

花束・
フラ
ワーア
レンジ
メント

アク
セサ
リー

バッ
グ

レスト
ラン
で食
事

旅
行・
宿泊

その
他

何も
欲しく
ない

複数回答

1 欲しいもの（いくつでも）
518 310 208 219 135 232 164 12 82 

100.
0 

59.8 40.2 42.3 26.1 44.8 31.7 2.3 15.8 

2 最も欲しいもの（一つだけ）
518 121 65 84 16 74 66 10 82 

100.
0 

23.4 12.5 16.2 3.1 14.3 12.7 1.9 15.8 

Q5
今年のバレンタインデーに、男性から何かギフトをもらいましたか？（複
数回答）

Ｎ ％
1 チョコレートなどスイーツ 55 10.6 

2 花束・フラワーアレンジメント 7 1.4 

3 アクセサリー 4 0.8 

4 バッグ 1 0.2 

5 レストランで食事 9 1.7 

6 旅行・宿泊 3 0.6 

7 その他（具体的に【 】） 1 0.2 

8 何ももらわなかった 451 87.1 

全体 518 100.0 
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資料A 質問票・単純集計表

Q8
Q7で「今年のバレンタインに花を贈った」とお答えの方に伺います。
どこで花を購入しましたか？（複数回答）

複数回答 Ｎ ％
1 花店 12 80.0 

2 通販・宅配（電話や店頭注文） 3 20.0 

3 インターネット 5 33.3 

4 量販店（スーパー、ホームセンター） 3 20.0 

5 その他（具体的に【 】） 0 0.0 

全体 15 100.0 

Q9

バレンタインデーに男性からもらいたい花（女性に贈りたい花）は何
ですか？
3つまで選んでください。

複数回答 Ｎ ％
1 赤いバラ 309 29.8 

2 赤色以外のバラ（ピンク、オレンジなど） 275 26.5 

3 香りのあるバラ 164 15.8 

4 チューリップ 137 13.2 

5 ガーベラ 135 13.0 

6 スイートピー 115 11.1 

7 ラナンキュラス 36 3.5 

8 チョコレートコスモス 83 8.0 

9 ユリ 63 6.1 

10 カーネーション 49 4.7 

11 ダリア 54 5.2 

12 トルコギキョウ 30 2.9 

13 キク（マム） 5 0.5 

14 12本の花束（ダズンローズ、ダズンフラワー） 61 5.9 

15 その他（具体的に【 】） 25 2.4 

16 特にない 323 31.2 

全体 1036 100.0 

Q10

バレンタインデーに花を贈る男性について、どう感じますか？
よろしければ、感想やそうお感じになった理由とあわせてお聞かせ
ください。

単一回答 Ｎ ％

1 とてもよいと思う 感想・そう感じた理由：【 】 232 22.4 

2 よいと思う 感想・そう感じた理由：【 】 303 29.2 

3 どちらともいえない 感想・そう感じた理由：【 】 337 32.5 

4 あまりよいと思わない 感想・そう感じた理由：【 】 66 6.4 

5 全然よいと思わない 感想・そう感じた理由：【 】 98 9.5 

全体 1036 100.0 
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資料B 回答者フェース項目

性別・年齢（10歳）
単一回答 Ｎ ％

1 男性 518 50.0 

2 女性 518 50.0 

全体 1036 100.0 

年齢

単一回答 Ｎ ％
1 12才未満 0 0.0 

2 12才～19才 0 0.0 

3 20才～24才 136 13.1 

4 25才～29才 208 20.1 

5 30才～34才 152 14.7 

6 35才～39才 196 18.9 

7 40才～44才 175 16.9 

8 45才～49才 169 16.3 

9 50才～54才 0 0.0 

1
0

55才～59才 0 0.0 

1
1

60才以上 0 0.0 

全体 1036 100.0 

都道府県
単一回答 Ｎ ％

1 北海道 38 3.7 

2 青森県 4 0.4 

3 岩手県 7 0.7 

4 宮城県 14 1.4 

5 秋田県 4 0.4 

6 山形県 4 0.4 

7 福島県 10 1.0 

8 茨城県 15 1.4 

9 栃木県 12 1.2 

10 群馬県 5 0.5 

11 埼玉県 86 8.3 

12 千葉県 61 5.9 

13 東京都 235 22.7 

14 神奈川県 136 13.1 

15 新潟県 9 0.9 

16 富山県 5 0.5 

17 石川県 8 0.8 

18 福井県 7 0.7 

19 山梨県 2 0.2 

20 長野県 17 1.6 

21 岐阜県 14 1.4 

22 静岡県 20 1.9 

23 愛知県 55 5.3 

24 三重県 8 0.8 

25 滋賀県 9 0.9 

26 京都府 15 1.4 

27 大阪府 69 6.7 

28 兵庫県 35 3.4 

29 奈良県 11 1.1 

30 和歌山県 2 0.2 

31 鳥取県 2 0.2 

32 島根県 2 0.2 

33 岡山県 6 0.6 

34 広島県 16 1.5 

35 山口県 7 0.7 

36 徳島県 7 0.7 

37 香川県 4 0.4 

38 愛媛県 6 0.6 

39 高知県 3 0.3 

40 福岡県 32 3.1 

41 佐賀県 3 0.3 

42 長崎県 7 0.7 

43 熊本県 10 1.0 

44 大分県 2 0.2 

45 宮崎県 4 0.4 

46 鹿児島県 3 0.3 

47 沖縄県 5 0.5 

全体 1036 
100.

0 

地域

単一回答 Ｎ ％
1 北海道 38 3.7 

2 東北地方 43 4.2 

3 関東地方 550 53.1 

4 中部地方 145 14.0 

5 近畿地方 141 13.6 

6 中国地方 33 3.2 

7 四国地方 20 1.9 

8 九州地方 66 6.4 

全体 1036 100.0 

未既婚

単一回答 Ｎ ％
1 未婚 550 53.1 

2 既婚 486 46.9 

全体 1036 100.0 
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資料B 回答者フェース項目

子供の有無

単一回答 Ｎ ％
1 子供なし 656 63.3 

2 子供あり 380 36.7 

全体 1036 100.0 

職業

単一回答 Ｎ ％
1 公務員 39 3.8 

2 経営者・役員 9 0.9 

3 会社員(事務系) 169 16.3 

4 会社員(技術系) 144 13.9 

5 会社員(その他) 139 13.4 

6 自営業 38 3.7 

7 自由業 16 1.5 

8 専業主婦(主夫) 153 14.8 

9 パート・アルバイト 154 14.9 

10 学生 88 8.5 

11 その他 27 2.6 

12 無職 60 5.8 

全体 1036 
100.

0 
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